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この 鞍字は甼硬元年中に本庁售( 千住) の屋
上から富士山が見えた日戳です。今 年は11 月20
日 李でで 、オつず力22 日しが宛えてい 廖せん。
現在、大気j 5 染の主な原因は自 動申 の排気ガ
スです。都り区では、胼還宣・ 日に は自 黻庫
價爽 の自粛を辱ぴかけるなど、排匁ガヌ鉦 漣
を壓る対懶を 進めています。

続
々登場 まち中の緑のポケット プチテラス

ま
ち
か
ど
の
小
さ
な
空
地
を
緑
と
ゆ
と
り
の
ふ
れ
あ
い
空
間
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
『
フ

チ
テ
ラ
ス
』事
業
。
今
年
4
月
第
1
号
が
完
成
以
来
、
す
で
に
5
ヵ
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
交
通
安
全
や
防
災
面
の
配
慮
を
し
な
が
ら
、
彫
刻
や
ユ
ニ
i
ク
な
ベ
ン
チ
な
ど
も

設
置
し
、
個
性
豊
か
な
都
市
景
観
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
現
在
整
備
中
の
も
の
や
今

後
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
、皆
さ
ん
の
ま
ち
か
ど
に
続
々
登
場
す
る
こ
の
か
わ
い
い
庭
「
プ

チ
テ
ラ
ス
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

プ
チ
テ
ラ
ス
と
は
?

プ
チ
テ
ラ
ス
と
は
、
ま
ち
の

中
に
つ
く
ら
れ
た
緑
の
小
広
場

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
プ
チ
テ
ラ
ス
事
業
は
、

区
が
皆
さ
ん
か
ら
譲
っ
て
い
た

だ
い
た
り
、
お
借
り
し
た
土
地

(
お
お
む
ね
2
0～
3
0
0㎡
)
に
、

草
花
や
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を
植

え
、
ペ
ン
チ
や
彫
刻
な
ど
を
置

い
て
整
備
し
て
い
く
も
の
。
バ

ス
停
付
近
、
駅
前
。
商
店
街
な

ど
区
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
が
対

象
で
、
防
災
生
活
圏
モ
デ
ル
事

業
、
緇
街
路
整
備
事
業
な
ど
、

各
種
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
と

も
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

個
性
あ
ふ
れ
る

夢
の
広
場

プ
チ
テ
ラ
ス
は
現
在
ま
で
に

次
の
5
ヵ
所
が
完
成
し
て
い
ま

す
。

●
関
原
一
丁
目
プ
チ
テ
ラ
ス

(関
原
1
-
1
1
-
1
6
)

住
宅
密
集
地
の
中
の
住
宅
跡

地
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
角
地

に
あ
る
た
め
、
隅
切
整
備
を
行

い
、
消
火
器
も
設
置
。
交
通
安

全
、
防
災
対
策
で
街
中
の
小
さ

な
お
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

●
梅
田
六
丁
目
協
和
銀
行
前
プ

チ
テ
ラ
ス
(
梅
田
6
1
5
1
1
3
)
　

足
立
区
野
外
彫
刻
の
ま
ち
ギ

ャ
ラ
リ
ー
人
賞
作
の
円
筒
状
の

彫
刻
が
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
ち
ょ

う
ど
道
の
分
岐
点
に
あ
り
、
遠

く
か
ら
で
も
す
ぐ
わ
か
る
の

で
、
ま
ち
の
道
し
る
べ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
東
和
二
丁
目
交
差
点
プ
チ
テ

ラ
ス
(
東
和
2
1
2
0
1
3
)
　

道
路
と
の
段
差
を
つ
け
た
敷

地
を
花
壇
や
生
垣
で
囲
み
、
南

欧
風
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い
ま
す
。
平
成
3
年
に
は
、
第
2

回
足
立
区
野
外
彫
刻
展
入
賞

作
「
花
園
の
天
女
」
の
像
も
設

置
す
る
予
定
で
す
。

●
本
木
ホ
学
校
前
プ
チ
テ
ラ
ス

(
2
ヵ
所
)

バ
ス
停
前
と
小
学
校
北
東
角

の
2
ヵ
所
に
整
備
。
バ
ス
停
前

に
は
、
童
謡
や
か
わ
い
い
絵
が

描
か
れ
た
ベ
ン
チ
や
日
時
計
、

史
跡
の
案
内
板
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
バ
ス
を
待
つ
味
気
な
い
時

間
が
少
し
で
も
解
消
さ
れ
る
配

慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
整
備
予
定

こ
の
ほ
か
に
も
、
現
在
、
興

本
セ
ン
タ
ー
(
興
野
I
I
・
1
8
1
3
8
)

、
青
井
兵
和
通
り
商
店
街

(青
#
4
1
2
4
)
で
整
備
工
事

を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
千
住
三
丁
目
5
8番
地

と
東
武
線
牛
田
駅
前
に
も
プ
チ

テ
ラ
ス
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
の
小
さ
な
空
地
を

緑
と
う
る
お
い
の
ふ
れ
あ
い
空

間
に
変
え
て
い
く
プ
チ
テ
ラ
ス

事
業

。ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

憩
い
と
ゆ
と
り
の

空
間
づ
く
り
に
ご
協
力
を

区

と
ま
ち
づ
く
り
公
社
で

は
、「
プ
チ
テ
ラ
ス
弋
つ
く
り
を

推
進
し
、
今
後
も

、
区
内
に
憩

い
と
ゆ
と
り
の
空
間
を
広
げ
て

い
く
予
定
で
す
。

道
路
に
面
し
て
い
る
土
地
を

プ
チ
テ
ラ
ス
用
地
と
し
て
譲
っ

て
い
た
だ
け
る
方

、
ま
た
は
貸

し
て
い
た
だ
け
る
方
(

無
償
で
5

年
以
上
)

は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

千

住
)・

緑
化
係
(
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

ま
た
は
、ま
ち
づ
く
り
公
社
・

ま
ち
づ
く
り
事
業
課
(

。‘
朗

7
7
6
1
)

▲消火栓も設置。青井兵和通り商店衝プチテ
ラス( 完成予定図)
? 設置される彫刻「風景一角笛を吹けば」

▲ シン ボルツリーが植えら れる

興本センタープチテラス( 完成予定図)

? 設置される彫刻「(流れる)雲」

バス停に 作られた本木小学
校前プ チテラス。かわいい
ベン チも

公
表
し
ま
す
区
の
家
計
簿

平
成
2
年
度
上
半
期
財
政
状
況

区
の
財
政
の
実
態
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
財
政
状
況
を
毎
年
2
回
(
6
月
、
1
2
月
)
公
表
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
2
年
度
上
半
期
(
4
月
～
9
月
)
の

予
算
の
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
(財
政
状
況
の
公
表
に
お
け
る
図
表
は
、平
成
2
年
9

月
3
0日
現
在
の
も
の
で
す
)

平
成
2
年
度
上
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

▽
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
開
設

▽
毛
長
川
浄
化
実
験
施
設
設
置
・

▽
本
木
小
前
プ
チ
テ
ラ
ス
設
置

▽
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
施

マ
神
明
住
区
セ
ン
タ
ー
開
設

▽
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

-
設
立

▽
産
業
情
報
室
の
開
設

▽
虹
の
広
場
整
備

ワ
山
王
堀
公
園
整
備

財
政
状
況
に
つ
い
て
の
問
合
せ

は
I

本
庁
舎

♀

住
)
・
予

算
課
(
き
8
8
2
-
I
I
l
㈹
)
へ
。

平 成

2 年度 各会計予算執行状況

一般会計 予算現額1, 794億円 国民健康保険
特別会計

予算現額352億円
老人保健医療

特別会計
予算現額245億円

区民1 人当たり の区税負担額と区支出 額
一 時 借 入 金

2年度上半期( 4月1日～9月30日) には、借
り入n はありませんでした。

区有財産の現況

特別区債の現在高
区の鳫設、道路、公園などの大規模な建設事業等〔こは、一
時沿 こ多額の財源ぴ必要となり ま覃。その財源穐充のため
区が長期に勾たって借り入n だ資金の状況で懼。

東部障害福祉総合センター

● 平成3 年1 月1 日から 東京03地域の局番はr3J ではじ まる4 ケタ¶こなります( すでに4 ヶ夕の鳩合はそのままです)
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くらしの

情報
本庁舎(千住)への

お問 い合わせ は・・・・・・

( 882) 1111 ㈹
本庁 舎以外 へのお問い合 わせは、
そ れぞれの電 話番号( 緑色) へ。

生
活
環
境

緑
豊
か
な
お
し
ゃ
れ
な
ま
ち
づ
く
り
　

接
道
部
緑
化
工
事
費
の
一
部
を
助
成

区
で
は
、
縁
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
。
道
賂

に
面
し
た
と
こ
ろ
に
生
垣
を
つ

く
る
方
に
工
事
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
湎
1

参
照
)
。
生
垣

は
心
に
う
る
お
い
气

や
す
ら

ぎ
を
与
え
る
ば
か
り
で

な
く
、

地
震
の
と
き
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
ネ

ッ

ト
フ
ェ
ン
ス
の
よ
う
に
倒
れ

た
り
せ
ず
、
火
事
に
な
っ
て
も

燃
え
ひ
ろ
が
り
を
防
い
で
く
れ

ま

す
。

ま
た
、
街
並
み
を
美
し
く
す

る
な
ど
安
全
面
で
も
快
適
面
で

も
効
果
的
で
す
。
申
請
を
希
望

す
る
方
は
、
必
ず
工
事
着
工
前

に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

緑
化
係

表1 接道 部緑化 工 事費の 助成 額

豪上 表 の 金 額 を 堋 え る 場 合 は、 回已 貫担 と な り 、以

下 は 実 費 を 交 付 し ま す。

癢 特 定 地 岐 と は「 ま ち づ「 リ 活 動 地域 」を い い ま す 。

あ
き
地
の
草
刈
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

区
で
は
、
あ
き
地
の
所
有
者

(
管
理
者
)

に
雑
草
の
草
刈
り

を
お
願
い
し
、
適
正
な
管
理
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま

す
。
雑
草
を
放
置
す
る
と
。
近

所
の
方
々
に
迷
惑
に
な
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
非
行
の
場
、
ゴ

ミ
捨
て
場
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

枯
れ
草
が
火
災
の
原
因
と
も
な

り
ま
す
の
で
、
草
刈
り
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
で
は
、
自
分
で
草

刈

り
を
行
う
方
の
た
め
に
。
草

刈
機
の
賃
し
出
し
を
行

っ
て
い

ま
す
(
区
発
行
の
使
用
承
認
書

と
引
き
換
え
に
。
所
定
の
鳩
所

で
貸
し
出
し
)
。

ま
た
、
自
分
で
草
刈
り
が
で

き
な
い
方
に
は
、
―
㎡
当
り
8
0

円
(
そ

の
ほ
か

に
、消
費

税
3
%

が
か
か
り
ま
す
)
で
区
に
委

託

す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
色

。

緑
化
係

縦
覧
し
て
い
ま
す

都
市
計
画
決
定
お
よ
び
変
更

都
と
区
で
は
左
図
の
区
域
の

都
市

計
画
の
決
定
お
よ
び
変
更

を
し
ま
し
た
。

▽
東
京
都
市
計
画
中
央
本
町
地

区
地
区
計
画
の
決
定

▽
束
京
都
市
計
画
国
道
4

号
A
　

地
区
(
日
光
街

道
)
沿
道
整

備
計
画
の
変
更

▽
束
京
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更

▽
來
京
都
市
計
画
防
火
地
域
お

よ

び
準
防
火
地
域
の
変
更

※
こ
の
地
区

計
画
の
決
定
お
よ

ぴ
沿
道
整
備
計
画
の
変
更
は
、

災
害
時
の
安
全
性
の
向
上
や
良

好
な
居
住
環
境
の
形
成
を
図
る

た
め
、
建
物
の
用
途
、
敷
地
面

積
の
最
低
限
度
、
壁
面
の
位
置

等
を
制
限
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
区
域
内
で
建
物
を
建
て

た
り
、
土
地
の
区
画
形
質
の
変

更
等
を
す
る
と
き
は
、
建
築
確

認
申
請
の
前
で
、
か
つ
工
事
着

手
の
3
0
日
前
ま
で
に
区
長
へ
の

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

告
示
日

平
成
2
年
1
2月
6

日

縦
覧
場
所

本
庁
舎
(
千
住
)
・

都
市
計
画
係

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

ま
ち
づ
く
り
課
事
業
第
丁

第
二
係

撒市叶萄の決 定お よび変更区域図

工業統計調査にご協力を

1
2月
3
1
日
現

在
で
工
業
統
計

調
査
を
行
い
ま

す
。
こ
の
調
査

は
製
造
業
に
属

す
る
全
事
業
所

が
対
象
で
す
。

工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的

と
し
、
そ
の
結

耒
は
国
の
行
政
施
策
の
基

堤
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
事

桀
所
に
は
1
2月
中
旬
か
ら
1

月
中
甸
ま
で
の
間
に
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中

央
本
町
庁

舎
・
枕
計
係8

8
0
5
0
3
3

第18回
足
立
区
立
中
学
生
環
境
保
全

ポ
ス
タ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
各賞
決
定

2
1校
、

魴
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
各
賞
の
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)
{

区
長
賞
}

四
中
2

乍
・
本

多
美
保
子
(
公
害
の
部
)
、
十
三

中
1

年
・
石
山
隔
子

蕀

化
の

旬〔
金
賞
〕

四
中
・
吉
澤
潤
、

十
一
中
・
神
田
有
子
、
十
四
中
・

来
栖
香
織
、
石
井
高
明
、
花
北

中
・
成
田
ユ
キ
エ
(
以
上
公
害

の
芭

四
中
・
丸
野
竜
之
介
、

九
中
'

稲
村
研
児
。
十
一
中
・

中
田
陽
子
、
十
四
中
・
鈴
木
歩
、

花
北
中
・
柳
田
綾
子
(
以
上
緑

化
の
部
)

ポ

ス

タ

ー
展

開

催

な
お
、
佳
作
以
上
の
作
品
を

集
め
、
次
の
と
お
り
ポ
ス
タ
ー

展

を
開
催
し
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い

。

日
時
1
2
月
2
1
日
～
2
3
日
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
5
時
(
最
終
　

日
は
午
後
4
時
ま
で
)

場
所

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
(
西
新
井
ニ
チ
イ
4
階
)

※
期
間
中

は
第
1
4
回
緑
の
写
真

コ

ン
ク
ー
ル
作
品
お
よ
び
綾
瀬

川
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
も
展

示

し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
保
健
相

陝
所
内
・
水
質
調
査
係

膕
5
3
7
5

文

化

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

特
別
記
念
品
(
豆
は
っ
ぴ
)
贈
呈

―
―
1
2月
2
5日
か
ら
―
―

「
あ
だ
ち
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

は
、
区
の
施
設
や
名
所
旧
跡
な

ど
区
内
2
0
ポ
イ
ン
ト
に
あ
る

、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ン
プ
を
楽
し

み
な
が
ら
集
め
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
(
1
0
ポ
イ
ン
ト
以
上
ス

タ
ン
プ
を
集
め
た
方
に

、
記
念

品
を
用
意
)
。

1
2月
2
5
日
か
ら
1

月
3
1日
ま

で
の
期
間
は

、
先
着
揃
人
の
方

に
通
常
の
記
念
品
の
外
に
特
別

記
念
品
と
し
て

、
オ
リ

ジ
ナ
ル

豆
は
っ
ぴ
を
差
し
上
げ
ま
す

。

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
、
年

末
年
始

、
ご
家
族
で
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

。

問
合
せ
先

観
光
協
会
事
務
局

(
中
央
本
町
庁
舎
・
商
工
振

興
課
内
)

　
8
8
0
5
-
9
1

は
じ
め
る
こ
と
が
、
は
じ
ま
り

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル

陶
芸
・
華
道
・
茶
道
の
体
驗

教
室

、
童
門
冬
二
氏
(

作
家
)

の
調
脾

各
種
相
談
、
作
品
の

展
示
な
ど
、
見
て

、
ふ
れ
て
、

楽
し
く

、
た
め
に
な
る
催
し
が

い
っ
ぱ
い
で
大

喪
2
参
照
)
。

皆
さ
ん

も
参
加
し
て

、
何
か

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
2

月
1
9日
(
水
)
、
午
前

1
0時
～
午
後
5

時

鳩
所

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
(
梅
鳥

駅
下
車
3
分
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

生
涯
教
育
推
進
課
ま
た
は
堆

田
セン
タ
ー
(
　瞑
5
3
2
2
)

表2 生涯学習フェスティバル案内

◆ 印 の 体験 皿 室 の 事 前 募 集 は 恥 了 し まし た 。 当 日 多 集

等 くう し く は ま 問 い 合 せ く だ さ い 。

第19回

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

ク
リ
ス
マ
ス
ー
チ
ャ
リ
テ
ィー
・
コ
ン
サ
ー
ト

今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス

ー
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
季

節
と
な
り

ま
し
た

。ご
家
族
で

、

心
暖
ま
る
冬
の
ひ
と
と
き
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い

。

日
時
1
2

月
2
2
日
(
土
)
、
午
後

6
時
3
0
分
開
演

場
所

文
化
会
館
(
入
場
無
料
)

演
奏
曲
目

ア
ペ

ー
マ
リ
ア

、

白
銀
は
招
く
よ

、
花
の
メ
ル

ヘ
ン

、美
し

く
青
き
ド
ナ
ウ

。

ほ
か

問
合
せ
先

事
務
局
・
薬
師
神

回
3
2
3
2
(

夜
間
)
。
本

庁
舎
(
千
住
)
・
文
化
振
興
係

ク
リ
ス
マ
ス

劇
団
公
演
の

つ
ど
い

日
時
1
2
月
2
1
日
(
金
)
、午
後
　

3
時
～
4
時
1
0
分

内
容

人
形
劇

『
狼
な
ん
か
こ

わ
く
な
い
』『
タ
マ
ゴ
を
食
べ

た
か
っ
た
魔
女
』

定
員
1
1
0
人
(
先
曹
順

、
無
料
)

場
所
・
間
合
せ
先

中
央
図
書

館

　
Ⅲ
4
6
4
6

手
芸
教
室

日
時
1

月
～
3

月
ま
で
(

月

2
回

第
2
・
4
土
曜
日
)
、

午
後
1

時
～
2

時
3
0分

対
象
6
0

歳
以
上
の
区
民

内
容

ち
ぎ
り
絵
・
コ
イ
ン
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
・
ア
ー
ト
盆
栽

(
眷
蘭
)

の
作
り
方

定
員
3
0

人
{
抽
選
}

賢
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
か
電
話

申
込
期
限
1
2

月
2
5日

場
所
・
申
込
・
間
合
せ
先

老

人
会
館
(
西
保
木
間
4
1
9
　
1
1

　
跚
9
7
3
2
)

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

高
齢
者
の
「
生
き
が
い
奨
励
金
」

「
生
き
が
い
奨
励
金
」
は
、

助
と
し
て
、
足
立
区
が
新
し
く

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
生
涯
学

始
め
た
制
度
で
す
。

習
活
動
、
地
域
活
動
.

福
祉
活

区
内
在
住
(
2

年
加
月
1
日

動
な
ど
を
通
し
て
.

健
康
で
充

現
在
)
の
7
0
歳
以
上
の
方
に
5

実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
の
一

千
円
、
7
5巌
以
上
の
方
に
7
千

円
を
、
年
1

回
支
給
し
ま
す
。

H
月
3
0
日
ま
で

に
、
申
出
謇

を
提
出
し
た
方
(
所
得
制
限
を

超
え
な
い
方
)

に
、
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▽
郵
便
局
の
口
座
振
込
.
'
.
1
2
日

1
4日
以
降
り
き
出
せ
ま
す

▽
現
金
支
給
…
生
き
が
い
奨
励

協
力
貝
(

郵
便
局
員
)

が
1
2
　

月
1
7日
か
ら
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

※
「
生
き
が

い
奨

励
金
申

出

書
」
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は

、
早
急
に

、
区
内
各
郵
便
局
に
届

け
出
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
手

性
)
・

生
涯
教
育
推
進
課
ま
た
は
区

内
各
郵
便
局

教

育

区
立
幼
稚
園
児2

次
募
集

来
年
4
月
に
入
園
す
る
各
区

立
幼
稚
園
の
5

歳
児
と

、
関
屋

を
除
く
4
園
の
4

歳
児
の
定
員

に
、若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す

。

各
園
で
樋
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で

、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

応
募
賢
格

区
内
在
住
の
4

筬

児
(
昭
和
6
1
年
4
月
2
日
　
～

6
2
年
4
月
1
日
生
)
、5
巌
　

児
(
昭
和
6
0
年
4
月
2
日
　
～

6
1年
4
月
1

日
生
)

申
込
・
受
付
鳩
所

入
圃
希
望

の
各
区
立
幼
稚
園

9
合
せ
先

本
庁

舎
(
旡

法
・

字
参

第
二
係

就
学
相
談
の

お
知
ら
せ

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年
4

月
に
小
学
校
に
入
字
す
る
お

子
さ
ん
で
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
専
門
の
相
談
貝
が
相
談
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

毎
週
月
曜
日
～
金

曜
日
、
午
前
9

時
～
午
後
5
　

時
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
ー
教
育
相
談
室
就
学
相
談

担
当

　
細
9
5
3
-

健

康

健
康
教
室

―
―

ぼ
け
な
い
た
め
の
健
康
づ
く
り

日
時
1
2
月
1
9
日
、平
成
3
年
　

1
月
1
6
・
2
3
日
、(
3
日
制
)
　

い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
　
～

4
時
3
0
分

内
容
・
講
師

▽
1
2月
1
9
日
・
・・

「
安
心
し
て
老
い
を
迎
え
る

た
め
に
」
小
林
一
成
氏

吊

鄒
精
神
保
健

セ
ン
タ
ー
医

師
)

▽
1
月
1
6
日
…
「
若

さ
の
栄
養
「
子
」
葛
木
み
ど
り

氏
(

文
化
短
期
大
学
講
鮑
　

▽
1
月
2
3
日
・
・・
「
口
の
健
康

と
噛
む
こ
と
の
楽
し
さ
」
仲

谷
寛
氏
(

日
本
歯
科
大
栄
由

周
病
科
歯
科
医
師
)

鳩
所

足
立
保
健
所
謂
堂

対
象

区
民
の
方

定
員
3
0

人
(
先

肴
順
)

賢
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
業
穆
係

　
8
5
5
4
j
5
1

酒

害

相

談

お
酒
で
お
困
ま
り
の
方
や
家

族
の
方
は

、
専
門
医

、
保
健
婦

が
相
談

に
応
じ
て

い
ま
す
の

で

、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い

。

問
合
せ
先

東
和
保
健
相
談
所

保
健
婦

　
鯒
4
-
7
-
　

こ

こ

ろ

の

相

談
　

な
ん
と
な
く
や
る
気
が
な
い

、

ゆ
う
う
っ

、
眠
れ
な
い

、二
屁

・

掌
秡

へ
な
か
な
か
行
け
な
い

、そ

の
ほ
か
、人
に
話
せ
な
い
悩
み
ご

と
な
ど
、気
軽
に
ご
稍
諛

く
だ
さ

い
。

担
当

熹
口
甼

逕

蹕

申
込
方
法

璽

予

約

日
時

等
間
合
せ

先

各
保
健

所
・
保
健
坩

黔

みんなの健康
SQ8 健K 　A^i に . j 4Q4

キ 僅 臓 値 浙 　話18- 4277
元j Ks ・ 粡 随 淅 　 只! 9f i - 40f M

東 和 保 健 相 岐 所 　606- 4 り1
中 央 本 刪 侫 偐 桐 肪 所 　 兢 肖一片汕i

本疔謇( 千 凶・侭珊 予黻 系 　882 一1111㈹

福

祉

ご
存
じ
で
す
か

老
人
福
祉
手
当

6
5歳
以
上
で
3
ヵ
月
以

上
寝
た
き
り
の
方
ま
た
は

老
年
性
痴

呆
(
ち
ほ

う
)

に
よ
り
常
時
介
助
を
必
要

と
す
る
方
に
支
給
し
ま
す

(
在
宅
お
よ
び
入
院
中
含

む
)
。

申
貘
に
必
要
な
も
の

▽

本
人
名
義
の
預
金
通
帳

(
郵
便
局

は
除

く
)
　

▽
印
か
ん

▽
入
院
証

明
書
(
入
院
の
場
合
)

受
給
者
の
方
ヘ
1
2

月
期

分
(
平

成
2

年
8

月

～
1
1
月
)
の
老
人
福
祉

手
当

を
1
2
月
2
5
日

ご

ろ
、
対

象
者
の
口
座
に

振
り
込
み
ま
す

。
届
出

の
啻
陬
機
関
で
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お

、
次
の
よ
う
な
場

合
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▽
施
設
入
所

。
死
亡

、
転

出
等
で
受
粮
資
格
が
無
く

な
っ
た
と
き

▽
寝
た
き

り
の
状
態
が
回
復
し
た
と

き

▽
口
座
番
号

、
住
所

な
ど
届
出
事
項

に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

▽
重
慶
心

身
障
害
手
当
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁

舎
♀

住
)
赤

心
鏐
排

1
2月
2
2日
は
ゆ
ず
湯
の
日

―
銭
湯
無
料
開
放
―

1
2月
2
2日

は
、子
供
(
2
2

歳
以
下
)

と
お
と
し
よ
り

の
方
(
6
5歳
以
上
)
を
対

象
に
区
内
の
銭
湯
を
無
料

開
放
し
ま
す
。

証
明
書
等
は
必
要

あ
り

ま
せ
ん

。
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
健
康
管
理
課

児
童
福
祉

区
立
学
童
保
育
室

平
成
3
年
4
月
入
室
児
童
募
集

来
年
4

月
入
室
の
児
童
を
冷

の
と
お
り
募
集
し
ま
す

。

申
込
で
き
る
方

欟
い
て

い
た

り

、
長
期
の
病
気
な
ど
の
た

め
に
授
業
終
了
後
の
児
童
の

め
ん
ど
う
を
み
る
こ
と
が
で

き
な
い
保
護
者

入
室
で
き
る
児
童
4
月
か
ら
　

小
学
1
～
3
年
生
に
な
る
児
　

觜
定
貝

各
保
育
室
4
0人
(

た
だ

し

、
束
緝
瀬
住
区
セ
ン
タ
ー

は
5
0
人
、
千
佳
あ
ず
ま
住
区

セ
ン
タ
ー
は
5
5人
)

保
護
者
負
担
金
(
使
用
料
)

月

額
3

千
鰤
円
(
児
童
―
人
分
)

申
込

方
法

申
請
書

、
家
庭
状

況
票

、
動
務
証
明
書
(
用
紙

は
各
保
育
室
に
あ
り
ま
す
)

を
持
参
し
て
希
望
す
る
保
育

室
へ

申
込
期
間
1
月
1
0
日
～
1
月
　

習
申
込
先

表
3

間
合
せ
先
中
央
本
町
庁
舎
・
　

(
?
薑
保
育
係
四
回
5
-
　

8
廴

コ
ミ
ご

テ
イ
調
整

係

　
8
8
0
5
-
9
9
)

※
私
立
み
ど
り
準
盒

保
育
ク
ラ

ブ
(

興
本
小

学
校
内

魯
讎
7
2
4
0
)

に
入
室
希
望
の
方
は

、

直
接
グ
ラ
・フ

へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

。

表3 学童保育室申込先

保
険
と
年
金

ね
ん
き
ん
Q
＆
A

第
7
回

安
心
・
便
利
…
…

で
も
う
っ
か
り
す
る
と

I
M
H
年
濔
侭
郤
恥
を
[

四

座
振
替
に
し
た
の
に

「
ホ

納
の
お
知
ら
せ
」
が
届
強

ま
し
た

。

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
?
　

口
座
振
替
の
開
始
月
か

圃

確
認
し
て
く
だ
さ
い

。

国
民
年
金
保
険
料
は
通

常

、
申
し
込
み
月
の
翌
月
分
か

ら
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
が
、

申
し
込
み
日
や
金
融
機
関
等
に

よ
っ
て
は

、
必
ず
し
も
そ
う
A
J

は
限

り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
開
始
以
前
の
保
除

料
は

、
お
手
持
の
納
付
書
で
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の

で

。
開
始
月
を
勧
違
い
し
て
い

る
と
納
め
忘

れ
が
で
き
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
(
口
座

振
替
の
手
続
き
が
終
わ
り
ま
す

と

、
国
民
年
金
課
か
ら
本
人
に

開
始
月
日
、
金
融
機
関
等
を
記

載
し
た
『
囗
座
振
替
開
始
の
お

知
ら
せ
(
(
ガ
キ
)
」
を
郵
送
し

て
い
ま
す
)
。

振
替
日
に
残
高
不
足
だ

四

つ
だ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
?

国
民
年
金
の
場
合

、
毎
月
1
5

日
に
前
月
分
の
保
険
料
を
振
り

替
え
ま
す

召

日
が
金
融
機
関

の
休
日

に
あ
た
る
場
合
は

、
翌

営
業
日
振
替
と
な
り
ま
す
)
。

こ
の
振
替
日
に
残
高
不
足
の

場
合
は
、
再
度
振
替
は
で

き
ま

せ
ん

。
後
日

、
国
民
年
金
課
か

ら
送
付
す
る
納
付
書
に
よ
り

、

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
忘
れ
て
し
ま

う
と

、
そ
の
月
は
保
険
料
未
納

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

東
予

か
ど
ち
ら
の
燮

乙

未

納
の
分
は
納
付
書
で
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

、
納
付
書

を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は

再
発
行
し
ま

す
の
で

、
国
民
年

金
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い

。

な
お

、
口
座
振
替
納
付
者
に

は
、
年
4
回

『
口
座
振
替
済
の

お
知
ら
せ
(
(
ガ
キ
)
』
を
郵
送

し
ま
す

。
こ
の
お
知
ら
せ
は

、

保
険
料
を
納
め
た
証
拠
と
な
り

ま
す
の
で

、
大
切

に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
推
進
係

　
8
8
0
　
5
0
6
-

、
保
険
料
係

　

跏
5
1
6
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

1
2月
の
年
金
出
張
相
談
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す

。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

。

日
時
・
場
所

▽
1
2月
1
7
・
1
8
　

日
・
;
本
庁

舎
宇

住
T

階

ロ
ビ
ー

▽
1
2
月
1
9・
2
0
日

・
・・
梅
田
区
民
事
務
所

▽
1
2
　

月
2
0
日
・・
柬

綾
瀬
区
民
事
務

所

▽
1
2月
2
1
日
・
・
中

川
区

民
事
務
所

、
伊
興
区
民
事
務

所
※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
4
時
(
1
2
月
1
9
日
は
午

後
1
時
～
4
時
)
。1
2
月
1
7
・

1
8・
1
9日
に
は
足
立
社
会
保
険

亊
務
所
の
年
金
専
門
官
も
参
加

し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
夭
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

眼
5
0
6
-

ひ
と
り
親
家

庭
の
方

国
民
宿
舎
が
無
料
(
年
2
回
)
で
利
用
で
き
ま
す

母
子
・
父
子
家
庭
の
方
に
、

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
｀

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
観
雲

ろ
っ
て
の
冬
の
宿
泊
旅
行
に
‘

利
用
く
だ
さ
い
。

宿
泊
場
所

熱
海
。伊
豆
熱
川

大
島
な
ど
1
0力
所

宿
泊
料

無
料
(

た
だ
し
、
入

満
税
等
は
自
己
負
廻
)
。年
度

内
2

泊
ま
で

申
込
方
法

各
施
設
へ
予
約

利
用
券
の
交
付
手
続

各
福
祉

事
務
所
ま
た
は
児
童
助
成
係

で
利
用
券
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
ひ
と

り
親
家
庭
が
確
認
で
き
る
も

の

を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

(
母
子
年
金
・
児
童
扶
蓆
于

当
証
書
、
育
成
手
当
支
払
通

知
書
な
ど
)

申
込
・
間
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所

簔
4
)

ま
た
は
本
庁

舎
(

千
住
)
・
児
童
助
成
係

表4 各畧 祉事 務所 住所 およ び周 合せ先

掲
示
板

□
年
末
年
始
の
清
掃
作
葉

ゴ
ミ
収
集
(

可
燃
・
分
別
)
　

年

末
は
1
2
月
3
0
日
(
旦

ま
で
、
年
始
は
1
月
5

日

(
土
)
か
ら
収
集
。
く
わ
し

く
は
、
回
覧
ビ
ラ
お
よ
び

ゴ
ミ
収
積
所
掲
示
の
ビ
ラ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

粗
大
ゴ
ミ

年
末
は
1
2月
2
8
　

日
(
金
)
地
区
ま
で
収
集
。

年

始
は
1

月
5

貝

土
)

地
区
か
ら
収
集
し
ま
す

し
尿
収
集

早
く
た
ま
る
ご

家

庭
は
1
2
月
2
9
貝

土
)

ま
で
に
ご
連
絡

く
だ

さ

い
。
年
始

は
1

月
5

日

(土
)
か
ら
収
集
し
ま
す

間
合
せ
先

足
立
東
清
掃
事

務
所
(
　
ｓ
0
7
1
1
)

、

足
立
西
清
掃
事
務
所
(

　

a
2
1
4
1
)

□
東
京
都
在
宅
介
護
講
座

日
時
平
成
3
年
2
月
2
日
　

～
3
月
2
3
日
の
毎
週
土
曜
　

日
、
午
後
1
時
～
4
時
1
0
　

分
(

計
8
回
)

鳩
所

練
馬
区
石
神
井
区
民

館
(

練
馬
区
石
神
#
3
j
　
3
0
-
2
6

石

神
井
庁
舎
)

対
象
者

都
内
在
住
で
介
護

技
術
の
習
得
を
希
望
す
る

方
定
員
2
0

人
(

無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福

祉
法
人
光
照
園
講
座
事
務

局

　
郤
7
8
8
6

□
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
会

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
人
工

肛
門
や
尿
略
変
更
手
術
を
し

た
方
を
冐
い
ま
す
。
手
術
後

に
は
不
安
や
悩

み
が
大
き

く
、
こ
れ
を
経
験
し
乘
り
越

え
た
大
勢
の
仲
間

の
会
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

間
合
せ
先
剛
日
本
オ
ス
ト
　

ミ
ー
協
会
惠
罌
侖
　
　

3
9
0
1
2
月
・
水
・
金
　

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
)

◎
年末
に
起こ
り
が
ち

な
火
災
、
事
故
に
気
を

つ
け
よ
う

O
放
火
さ
れ
な
い
環
境

づ
く
り

を
進
め
よ
う

ズ
棗
謗
瓜

ひ
ろ
ば

X
先
着
順
で

、1
団

体
1
事
実
、3
力
四

閾
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・『
広

報
課

=
募

集
=

☆
弥
生
ミ
ニ
バ
ス
ケ
レ
ト

毎
週
月
曜
日
、午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
九
中
体
育
館
/

小

学
生
対

象
/
高
学
年

は

水
・
土
曜
日

に
陳
習
何
/
月

額
千
勁
円
/
河
村
e
s
o

☆
伊
興
レ
デ
ィ
ス
ダ
ン
ス
ー

サ
ー
ク
ル
毎
週
水
曜
日
、　

(
初
級
)
午
後
1
時
～
2
時

3
0分
、(
初
心
者
)
午
後
2
時

3
0
分
～
4
時
/
亀
有
信
用
金

庫
・
竹
ノ
塚
支
店
/

入
会
金

千
円

、
月
額
3
千
円
/

国
井

瑟
2
1
7
0

ぺ
にょ
し

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
國
嚢
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
)
水
曜
(
初

級
)
・
木
曜
(
上
級
)
・
土
曜
　

(
中
級
)
、午
後
8
時
～
1
0

時
/

國
義
ビ
ル
3

階
(
桜
花

亭
そ
ば
)
/
入
会
金
3
千
円

、

月
額
3

千
9
円
/

國
井

　

回
9
8
8
8

● 平成3 年1 月1 日から東京03 地域の局番は「3 」ではじまる4 ヶ夕になり ます( すでに4 ヶ夕の塀合 はそのままです)
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RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

樹
木
の
赤
ひ
げ

古
木
「
乳
だ
れ
の
イ
チ
ョ
ウ
」を
診
断

さ
る
H
月
2
8
日
、「
保
存
樹
を

守
る
会

」
の
招
き
で

、
名
樹
医

山
野
忠
彦

さ
ん
(
9
0
歳
)
が
花

畑
の
正
覚
院
を
訪
れ
ま
し
た

。

今
年
の
猛
暑
で
弱
っ
た
イ
チ
ョ

ウ
の
老
木
を
診
察
す
る
た
め
で

す

。
樹
齢
1
5
0年
前
後
と
推
定
さ

。る
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、柱
溜
-

つ
瘤
と
呼
ば
れ
る
め
ず
ら
し
い
コ

ブ
が
あ
り
ま
す

。
そ
れ
が
乳
の

よ
う
に
見
え
る
の
で
、「
乳
だ
れ

の
イ
チ
ョ
ウ
」
と
呼
ば
れ
て
地

域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て

い
ま

す
。
山
野
さ
ん
も
一
目
見
る
な

り
「
お
お
つ
、

見
事
な
乳
で
す

な
あ
。
り
っ
ぱ

な
木
で
す
ぞ
こ

れ
は
」
と
う
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
枝
の
折
れ
た
箇
所
か
ら
腐

食
し
、
内
部
が
空
洞
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
雨
水
が
入
り
こ
ん

で
い
る
部
分
を
何
と
か
し
な
い

と
」
と
の
診
断
に
う
な
づ
く
保

存
樹
を
守
る
会
の
皆
さ
ん
と
住

職
。長

年
の
風
雪
に
耐
え
、
私
た

ち
と
私
た
ち
の
街
を
見
守
っ
て

く
れ
た
老
イ
チ
ョ
ウ
。
赤
ひ
げ

さ
ん
の
処
方
で
、
見
事
に
よ
み

が
え
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
よ

木 の 肌 に 触 れ 、 診 断 す る 山 野 さ ん

今
年
も
盛
大
「
酉
の
市
」花

畑
大
鷲
神
社

H
月
2
8
日
、
花
畑
七
丁
目
の

大
賢
神
社
で
酉
の
市
(
三
の
酉
)

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は

。
朝
か
ら
雨
と
い

う
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が

熊
手
を
求
め
る
人
た
ち
で
た
い

へ
ん
な
に
ぎ
わ
い
に
な
り
ま
し

た
。大

賢
神
社
の
酉
の
市
は
、
浅

草

の
お
酉
様
の
本
家
で
も
あ

り
、
応
徳
2

年
(
四
年
)
に
は
、

す
で
に
「
と
り
の
ま
ち

」
と
呼

ば
れ
て

に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し

た
。
そ
の
後
な
ま
っ
て

「
と
の

ま
ち

」に
、
そ
し
て
戦
後
に
「
と

り
の
い
ち
」
に
な
り
、
現
在
に

残
っ
て
い
る
の
で
す
。

三
の
酉
の
あ
る
年
は
、
火
事

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
、
火
事
に

は
十
分
注
意
し
て
、
楽
し
い
お

正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

正覚院の乳だれイチョウ

雨でも人出の多かった三の酉

伊
興
中
の
生
徒
2
人
が
入
選

郵
便
切
手
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

今
年
の
舂
、
海
外
8
9力
国
か

ら
の
応
募
を
含
め
3
万
点
を
超

す
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
、
郵
政

省
の
「
郵
便
切
手
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
、
伊
興
中
学
校

の
高
沢
和
子
さ
ん
(
2
年
生

と
、
中
田
健
く

ん
(
3

年
生
)

の
作
品
が
見
事

「
入
選

」
を
果

た
し
ま
し
た

。

手
芸
も
得
意

な
高
沢
さ
ん
の

作
品
は
、
数
羽

の
う
さ
ぎ
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
も

の
。
虹
と
海
と

鳥
な
ど

、
自
然

を
テ
ー
マ
に
描

い
た

中
田

く

ん
。

と
も
に
「
絵
を
描
く
の
が
好

き
で
、
サ
イ
ン
ペ
ン
で
描

い
た

ん
で
す

。
入
選
で
き
て
と
て
も

う
れ
し
い

」
と
、
率
直
に
喜
び

を
表
す
2
人
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
作
品
は
郵
政
省
に
。

「
伊
興
中
学
校
全
体
の
励
み

に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
関
原

校
長
先
生
。
こ
う
し
た
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
の
機
会
が
あ
れ

ば
、
生
徒
た
ち
の
よ
い
目
標
に

も
な
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
く
そ
う
で

す
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
み
ん
な
の
作
品
の

前
で
高
沢
さ
ん
(
左
)と
中
田
く
ん

な
ん
と
直
径
1
7セ
ン
チ

入
谷
町
で
ジ
ャ
ン
ボ
ゆ
ず
(
!
?
)収
穫

「
本
当
に
こ
ん
な
に
大
き
く

な
っ
て
し
ま
っ
て

、
驚
い
て
い

る
ん
で
す

」
と
見
事
に
実
っ
た

ゆ
ず
を
見
な
が
ら
話
す
佐
久
間

助
次
郎
さ
ん
(
入
谷
町
)
「
3
年

前
に
西
新
井
大
師
の
植
木
市
で

買
っ
た
時
は
。
ご
く
あ
た
り
前

の
ゆ
ず
の
実
が
っ
い
て
い
ま
し

た

。
次
の
年
に
実
が
な
ら
な
い

の
で
、
今
年
は
鉢
か
ら
地
面
へ

移
植
し
た
ん
で
す

。
油
か
す
ぐ

ら
い
は
や
り
ま
し
た
が
特
別
な

手
入

れ
は
何
も
し
て

い
ま
せ

ん
」
と
不
思
議
が
る
佐
久
間
さ

ん
。
訪
れ
て
く
る
人
も
目
に
止

め
、
ビ
ッ
ク
リ
す
る
と
い
う
こ

の
ジ
ャ
ン
ボ
ゆ
ず
。
今
年
の
異

常
気
象
が
影
響
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。周
囲
の
驚
き
を
よ
そ
に
。

ゆ
ず
の
横
綱
た
ち
は
緇
い
枝
を

折
ら
ん
ば
か
り
に
ど
っ
し
り
と

実
り
、
秋
の
日
差
し
に
輝
い
て

い
ま
し
た

。

で
こ
ぼ
こ
し
た
肌
か
ら
た

だ
よ
う
さ
わ
や
か
な
香
り

イッチ、ニ イ、サン、シ ーで

34年
太郎山ラジオ体操会

日
の
出
前
の
ま
だ
薄
暗
い
千

住
旭
公
園
(
通
称
・
太
郎
山
公

園
)
で

、約
8
0
人
の
方

が
寒

さ

も
な
ん
の
そ
の
と
、毎
日
ラ
ジ

オ
体
操
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

。

そ
の
会
の
名
前
は
「
太
郎
山

ラ
ジ
オ
体
操
会
」
。結

成
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
3
4年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

「
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
と
、

近
所
の
有
志
が
集
ま
っ
て
続
け

て
き
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
8
5歳

の
方
ま
で
。
年
間
で
延
3
万
人

以
上
の
人
が
参
加
し
て
い
ま

す
」
と
副
会
長
の
會
澤
千
代
子

さ
ん
。
夏
休
み
に
は
参
加
者
が
3
0
0

人
を
超
え
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
会
で
は
、
毎
日

会
員
が
、
会
場
と
な
る
公
園
の

清
掃
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
か
。

「
毎
朝
、
公
園
の
掃
除
を
し

た
あ
と
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
や
っ

て
、
そ
れ
か
ら
荒
川
土
手
を
歩

く
の
が
日
課
で
す
。
朝
ご
は
ん

も
お
い
し
い
し
、
体
の
調
子
が

す
ご
く
い
い
で
す
よ
」
と
上
野

栄
一
さ
ん
(
日
ノ
出
町
)
。

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
『
そ

う
快
な
朝
を
迎
え
る
た
め
に
、

ず
っ
と
続
け
ま
す
よ
』
と
元
気

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

さわやかな朝はラジオ体操から

私たちにできることから

ふれあいリサイクル

と
き
は
H
月
1
9日
、
と
こ
ろ

は
千
住
三
丁
目
の
ス
ー
パ
ー
の

駐
輪
場
I
こ
こ
で
牛
乳
パ
ッ
ク

と
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
始
め
た

の
は
、
環
境
を
考
え
る
グ
ル
ー

プ
「
ち
い
さ
な
ゴ
ミ
仲
間
」
の

会
員
の
皆
さ
ん
で
す
。
環
境
問

題
や
ゴ
ミ
問
題
に
疑
問
を
持
つ

仲
間
が
集
ま
り
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
か
ら
と
、
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
自
宅

前
に
も
回
収
箱
を
置
き
、
近
所

の
人
に
協
力
を
呼
び
か
け
る
な

ど
、
草
の
根
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

「
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
子
供
の
工

作
に
は
使
つ
て
い
ま
し
た
が

。

あ
と
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い

な
が
ら
も
捨
て
て
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
場
が
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
北
島
さ
ん
(
千

住
四
丁
目
)
。用
意
し
た
ダ
ン
ボ

ー
ル
箱
に
、
持
ち
こ
ま
れ
た
牛

乳
パ
ッ
ク
が
次
々
と
積
ま
れ
て

い
き
ま
す
。

「
収
益
金
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ラ

ス
ト
(

熱
帯
雨
林
を
守
ろ
う
と

い
う
運
動
)

に
寄
付
し
て
い
き

ま
す

」
と
代
表
の
梨
本
さ
ん
。

次
の
回
収
日

は
1

月
H

日

(金
)
、
午
後
3

時
～
4

時
3
0

分
。
場
所
は
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

千
佳
店
駐
輪
場
で
す
。
ゴ
ミ
・

環
境
問
題
に
関
心
の
あ
る
あ
な

た
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
く
わ
し
く
は
、
梨
本
さ

ん
(

き
8
7
9
5
4
6
1
)

へ
。

ささやかな活動から人の輪が広
がります

餃
子
で
国
際
交
流

―
宮
城
小
学
校
―

H
月
1
0
日
、
宮
城
小
学
校
の

体
育
館
は
約
1
0
0人
の
熱
気
で
い

っ
ぱ
い
。
こ
の
日
地
域
に
住
む

外
国
人
1
6
人
を
招
き
、
水
餃
子

づ
く
り
を
P
T
A

を
は
じ
め
地

元
の
方
が
楽
し

み
ま
し
た
。
講

師
は
、
同
校
に

在
学
中
の
何
揚

さ

ん
の

ご
両

か
と
く
り
ん
S

、
謳

曾

ん
何
揚
礫
さ
ん

で
す

。
「
地
域
の
皆

さ
ん
と
仲
よ
く

や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い

ま
す

。
今
日
は

ご
協
力
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
何
徳
倫
さ
ん
。

こ
の
会
の
ね
ら
い
を

、「
親
が
国

際
交
流
を
深
め
れ
ば
子
供
も
よ

り
良
い
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
の
で
は
」
と
ふ
泉
貞
廣
P
T
A

会
長
。

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
、
宮

城
地
区
の
国
際
交
流
が
一
段
と

深
ま
っ
た
1
日
で
し
た
。

互
い
の
国
の
料
理
な
ど
話
も
は
ず
む

区
内
初
の
夜
間
防
災
訓
練

―
北
千
住
公
園
―

区
内
初
の
夜
間
防
災
訓
練

が
、
区
・
千
住
消
防
署
の
指
導

の
も
と
H
月
3
日
北
千
住
公
園

に
緑
町
町
会
の
皆
さ
ん
3
0
0
人
の

参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
間
よ
り
大
き
く
見
え
る
炎

に
、
消
火
訓
練
は
真
剣
そ
の
も

の
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
よ
る

訓
練
も
成
果
は
上
々
で
、2
時

間
近
く
の
訓
練
は
大
成
功
。

い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら

な
い
大
地
震
。
あ
な
た
の
街
の

備
え
は
い
か
が
で
す
か
。

地
域
清
掃
の

ご
褒
美
は
焼
イ
モ

栗
の
実
子
供
会
大
成
A

班

は
、
地
域
清
掃
と
廃
品
回
収
を

毎
月
1

回
続
け
て
い
ま
す

。1
1

月
2
3日
に
は
、
清
掃
で
集
め
た

落
葉
や
牛
込
源
晃
(
西
新
井
栄

町
三
丁
目
)

さ
ん
宅
の
落
葉
で

焼
イ
モ
を
楽
し
み
ま
し
た

。
イ

モ
は
廃
品
回
収
の
お
金
で
買
っ

た
も
の
。

自
分
た
ち
で
買
い
、
作
っ
た

焼
イ
モ
は
、
味
も
格
別
。
石

い

し
い
」
と
い
う
か
わ
い
い
声
が

牛
込
さ
ん
の
庭
に
響
き
ま
し

た
。
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